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総務厚生常任委員会会議録

【開会】･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････３

【議案第１０号】 平成２８年度矢板市一般会計補正予算（第６号）･････････････････････４

【議案第１１号】 平成２８年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）･･･････１１

【議案第１２号】 平成２８年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）･････１２

【議案第１５号】 矢板市庁舎等整備基金条例の制定について･････････････････････････１４

【議案第１７号】 矢板市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部改正について

････････････････････････････････････････････････････････････････１５

【議案第１８号】矢板市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について････････････････１６

【議案第１９号】 矢板市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正について･･･････１７

【議案第２１号】 矢板市市税条例の一部改正について･･･････････････････････････････１８

【議案第２２号】 矢板市国民健康保険税条例の一部改正について･････････････････････１８

【議案第２３号】 矢板市行政財産使用料条例の一部改正について･････････････････････１８

【議案第２４号】 矢板市はつらつ館設置条例の一部改正について･････････････････････１９

【議案第２５号】 矢板市介護保険条例の一部改正について･･･････････････････････････１９

【議案第２６号】矢板市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正について･･･････････････････････････････････２０

【議案第２７号】 矢板市城の湯やすらぎの里設置及び管理条例の一部改正について･････２１

【議案第３２号】 矢板市消防団条例の一部改正について･････････････････････････････２１

【陳情第２３号】 「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」に関する陳情（継続）･････２２

【委員長報告】･･････････････････････････････････････････････････････････････････２２

【閉会】････････････････････････････････････････････････････････････････････････２３

１ 日 時

平成２９年３月９日(木) 午前８時５８分（開会）～午前１１時４２分（閉会）

２ 場 所 第１委員会室

３ 出席委員（８名）

委員長 和田 安司 副委員長 小林 勇治

委 員 髙瀬 由子、櫻井 惠二、関 由紀夫、石井 侑男、

中村 有子、大島 文男

４ 欠席委員 なし

５ 説明員（２６名）
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⑴ 総合政策課（３人）

①総合政策課長 横塚順一 ②電算統計班長 石川民男

③政策企画担当 村上治良

⑵ 秘書広報課（１人）

①秘書広報課長 柳田和久

⑶ 総務課（５人）

①総務課長 三堂地陽一 ②行政担当 佐藤賢一

③人事担当 小野﨑賢一 ④財政担当 佐藤裕司

⑤管財担当 関谷一男

⑷ 税務課（２人）

①税務課長 鈴木康子 ②資産税担当 手塚正之

⑸ 社会福祉課（３人）

①社会福祉課長 永井進一 ②社会福祉担当 阿久津功

③障がい担当 駒野和代

⑹ 高齢対策課（１人）

①高齢対策課長 石﨑五百子

⑺ 子ども課（４人）

①子ども課長 沼野晋一 ②泉保育所長 星野朝子

③子育て支援担当 齋藤敦子 ④保育担当 塚原由

⑻ 市民課（１人）

①市民課長 薄井初江

⑼ 健康増進課（２人）

①健康増進課長 細川智弘 ②国保医療担当 髙久聡子

⑽ くらし安全環境課（２人）

①くらし安全環境課長 小野寺良夫 ②くらし安全担当 齋藤昭宏

⑾ 出納室（１人）

①室長 髙沢いづみ

⑿ 選挙監査事務局（１人）

①選挙監査事務局長 小瀧新平

６ 担当書記 水沼宏朗、藤田敬久

７ 付議事件

【議案第１０号】 平成２８年度矢板市一般会計補正予算（第６号）

【議案第１１号】 平成２８年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

【議案第１２号】 平成２８年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

【議案第１５号】 矢板市庁舎等整備基金条例の制定について
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【議案第１７号】 矢板市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部改正について

【議案第１８号】 矢板市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

【議案第１９号】 矢板市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正について

【議案第２１号】 矢板市市税条例の一部改正について

【議案第２２号】 矢板市国民健康保険税条例の一部改正について

【議案第２３号】 矢板市行政財産使用料条例の一部改正について

【議案第２４号】 矢板市はつらつ館設置条例の一部改正について

【議案第２５号】 矢板市介護保険条例の一部改正について

【議案第２６号】 矢板市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について

【議案第２７号】 矢板市城の湯やすらぎの里設置及び管理条例の一部改正について

【議案第３２号】 矢板市消防団条例の一部改正について

８ 会議の経過及び結果

【開会】

○委員長（和田安司） ただいまの出席委員は８名で、定足数に達しているから、会議は成立

している。ただいまから、総務厚生常任委員会を開会する。 （８時５８分）

○委員長 これより議事に入る。この委員会に付託された案件は

【議案第１０号】 平成２８年度矢板市一般会計補正予算（第６号）

【議案第１１号】 平成２８年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

【議案第１２号】 平成２８年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

【議案第１５号】 矢板市庁舎等整備基金条例の制定について

【議案第１７号】 矢板市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部改正について

【議案第１８号】 矢板市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

【議案第１９号】 矢板市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正について

【議案第２１号】 矢板市市税条例の一部改正について

【議案第２２号】 矢板市国民健康保険税条例の一部改正について

【議案第２３号】 矢板市行政財産使用料条例の一部改正について

【議案第２４号】 矢板市はつらつ館設置条例の一部改正について

【議案第２５号】 矢板市介護保険条例の一部改正について

【議案第２６号】 矢板市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について

【議案第２７号】 矢板市城の湯やすらぎの里設置及び管理条例の一部改正について

【議案第３２号】 矢板市消防団条例の一部改正について

の１５件である。
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【議案第１０号】

○委員長 「議案第１０号 平成２８年度矢板市一般会計補正予算（第６号）」を議題とする。

提案者の説明を求める。

○総務課長（三堂地陽一）

（「平成２８年度矢板市補正予算書」１頁から６頁を朗読。「平成２８年度予算に関する説明

書」４頁から２１頁により説明。）

議案第１０号 平成２８年度矢板市一般会計補正予算（第６号）については、歳入歳出か

らそれぞれ５，３６０万円を減額し、予算総額を１３３億３，１１０万円に補正しようとす

るもの。

歳入の主なもの

１款１項１目 市民税の個人分は、９６６万円の減で現年課税分。

１款１項２目 市民税の法人分は、３，１００万円の増で現年課税分。

１款２項１目 固定資産税は、６千万円の増。

３款１項１目 利子割交付金は、３００万円の減。

１２款１項２目 土木費負担金は、１４４万９千円の減で、倉掛地区の急傾斜地崩壊対策

事業の地元負担金について、事業が進まなかったため減額している。

１４款１項１目 民生費国庫負担金は、２，１９６万２千円の減。このうち児童福祉費負

担金が２，３５８万４千円の減で、これは、施設型等給付費負担金、児童手当負担金、

児童扶養手当負担金、母子生活支援施設措置費負担金について、利用者の減あるいは手

当支給人数の減によりそれぞれ減額補正となったもの。

１４款２項２目 民生費国庫補助金は、１２１万５千円の増であるが、このなかには年金

生活者等支援臨時福祉給付金給付事業費補助金について、交付者が少ないため５，８０

０万円を減額したこと及び地方創生拠点整備交付金について、城の湯温泉センター整備

に関わる経費として５，９７０万円を計上したことが含まれる。

１４款２項５目 土木費国庫補助金は、２，４７５万８千円の減で事業完了等によるもの。

１５款２項４目 農林水産業費県補助金は、７，０８８万円の減。このなかには東日本大

震災農業生産対策事業費補助金４，４７６万円の減額が含まれるが、安心安全米づくり

の補助の減少によるもの。

１５款３項１目 総務費委託金は、４４８万８千円の減。これは、精算に伴う参議院議員

選挙費委託金と栃木県知事選挙費委託金の減によるもの。

１６款２項１目 不動産売払収入は、７千万円の増。これは全員協議会でもご報告させて

いただいたが、木幡土地区画整理事業で市の土地が売却されたことによるもの。

１７款１項１目 教育費寄附金は、２５万円の増で、これは、大田原信用金庫より毎年い

ただいている指定寄附で、図書館に児童書を購入してほしいとのこと。

１７款１項２目 ふるさと納税寄附金は、４千万円の増。議会では１億円を超えていると

の答弁をしたが、予算編成作業時は９千万円に届くかどうかというところであった。現
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時点では１億円を超えているため、今後については専決処分により補正をさせていただ

き、後ほど報告ということで取り扱いをさせていただきたい。

１８款１項１目 財政調整基金繰入金は、９，３００万２千円の減で、戻し入れをしてい

る。

２０款４項４目 雑入は、２，８６４万円の減で、塩谷広域行政組合へ予定していた負担

金について、事業が進まなかったため減額したもの。

２１款１項１目 民生債は、５，９７０万円の増で、城の湯温泉センター改修事業。

歳出の主なもの

１款１項１目 議会費は、３２４万７千円の減で、議員共済費の減によるもの。

２款１項１目 一般管理費は、１６５万７千円の増で、職員２名の昇任に伴う増額。

２款１項５目 財産管理費は、１億３００万円の増で、このなかには庁舎等整備基金への

積立金１億円が含まれている。

２款１項６目 企画費は、６，４６８万円の増。内訳としては、ふるさと納税返礼品とし

て２千万円、ふるさと納税に係る基金積立金として４千万円及び電算化推進事業として、

子育てワンストップサービスが始まることに伴う初期導入経費として６４万８千円を計

上している。

２款４項３目 参議院議員通常選挙費は、１０２万５千円の減で、時間外勤務が予定より

少なかったことによる減額。

２款４項４目 栃木県知事選挙費は、３４６万３千円の減。内訳としては、時間外勤務が

予定より少なかったことによる２２８万６千円の減額と、当初８面見込んでいたポスタ

ー掲示場が４面で済んだことによる１１７万７千円の減額によるもの。

２款４項５目 矢板市長選挙費は、１５７万７千円の減で、立候補者が予定していた人数

より少なかったことによるもの。

２款４項８目 矢板市議会議員補欠選挙費は、５８８万６千円の減で、立候補者が予定し

ていた人数より少なかったことによるもの。

３款１項１目 社会福祉総務費は、６，１３９万９千円の増。内訳は、まず年金生活者等

支援臨時福祉給付金給付事業について５，８００万円を減額している。この事業は６５

歳以上の住民税非課税世帯へ３万円を支給するものだが、９月５日から１２月まで受付

し申請者が確定したことによる減額である。

次に温泉センター施設事業で１億２，４９１万１千円を計上している。これは拠点整

備交付金事業として、整備測量設計委託料５４６万１千円と、工事請負費１億１，９４

５万円を計上している。

次に障害者総合支援事業として４００万円を計上している。これは利用者が増えたこ

とによるもの。

次に国民健康保険特別会計繰出金については、保険基盤安定繰出金額の確定により４

６７万４千円を減額している。
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次に後期高齢者医療特別会計繰出金については、後期高齢者医療広域連合からの負担

金額の確定により４８３万８千円を減額している。

３款１項２目 老人福祉費は、３６４万３千円の減。内訳は、まず高齢者在宅生活支援サ

ービス推進事業として３５万７千円を計上している。これはやしお苑に設置する防犯カ

メラやインターネットにかかる経費。次に老人保護措置事業で４００万円を減額してい

るが、これは老人ホームへの措置者が１名減ったことによるもの。

３款１項４目 医療助成費は、５００万円の増で、重度心身障害者医療費助成事業の扶助

費１００万円の増と、子育て支援医療費助成事業の扶助費４００万円の増である。

３款２項１目 児童福祉総務費は、７４万円の増で、前年度事業の精算によるもの。

３款２項２目 児童措置費は、３，１４２万９千円の減。内訳は、まず民間保育所運営補

助事業で９０７万２千円を減額している。これは１歳児保育担当保育士の増員費用補助

を見込んでいたが予定より少なかったため。

次に施設型等給付費の扶助費で４６４万３千円を増額しているが、これは人事院勧告

を踏まえた公定価格というものがあり、この改正に伴い給与費が増えたことに伴い追加

補正するもの。

次に児童手当等給付費について２，７００万円を減額しているが、これは対象者が減

ったことによるもので、児童手当支給事業の扶助費で２，４００万円、児童扶養手当支

給事業の扶助費で３００万円をそれぞれ減額している。

３款２項３目 母子福祉費は、１５４万円の減で、母子家庭の技能訓練等助成事業があり、

その利用者が減ったことによるもの。

６款１項１目 農業委員会費は、５９万４千円の増で、農業行政システム改修に係る経費。

６款１項２目 農業総務費は、２，６００万円の減で、経営体育成支援事業が確定し、対

象人数が少なかったことによるもの。

６款１項３目 農業振興費は、４，９００万円の減。内訳は、まず農業振興事業で５００

万円を減額している。これは園芸作物振興支援事業の申請者が少なかったことによるも

の。次に安全安心米づくり補助事業で４，４００万円を減額している。これは助成金額

が見込みより少なかったことによるもの。

６款１項４目 畜産業費は、２２１万４千円の減。内訳は、畜産振興事業の委託料１１３

万４千円の減額については、入札の執行残。また、八方ヶ原牧場管理事業の消耗品費１

０８万円の減額については、塩カリをまく面積が見込みより少なかったことによるもの。

６款１項６目 農地費は、８，６７９万７千円の減。内訳は、県営中山間地域総合整備事

業について、内示額の減による２，８５８万円の減額と、予算割れによる土地改良管理

事業５，８２１万７千円の減額。

６款２項２目 林業振興費は、１４０万円の増で、有害獣駆除事業である。内訳としては、

賃金で５０万円、報償費で９０万円を増額している。駆除に関しては、単価４千円で回

数を５０回みている。駆除に対して見回りがあるが、こちらは単価２，５００円で回数

を２０回みている。報償費については、有害獣を捕獲した場合、頭数毎に報償費を支給
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するが、それぞれ頭数を増やしている。単価は当初の６千円から８千円にしており、当

初見込みからの差額分を増額補正している。

７款１項２目 商工振興費は、９８万７千円の増で、企業誘致推進事業において用地取得

奨励金に不足分が出たことによるもの。

８款２項１目 道路橋りょう総務費は、２７５万円の減で、国の交付決定に伴うもの。

８款２項２目 道路維持費は、９５０万円の減で、倉掛地区の事業中断に伴う急傾斜地崩

壊対策事業負担金の減額。

８款２項３目 道路新設改良費は、６，５３２万７千円の減。内訳は、まず交付金事業で

ある道路新設改良事業の工事請負費が１，７８９万７千円の減で、国の交付決定に伴う

もの。次に安沢地区の道路新設改良事業が２，９６９万円の減額で、これは次期環境施

設の取り付け道路である安沢・越畑１４号線の工事が進まなかったことによるもの。次

にスマートＩＣ整備事業が１，７７４万円の減額で、当初予定していたところまで事業

が進まなかったことによるもの。

８款２項４目 橋りょう維持費は１，３９０万円の減で、国の交付決定によるもの。

８款４項３目 街路事業費は、１，７００万円の減。内訳は、国の交付決定による片岡地

区市街地整備事業の工事請負費８００万円の減額と、下水道移設工事に伴う高倉通り整

備事業負担金について、工法変更の結果安くあがったことによる９００万円の減額。

８款４項５目 土地区画整理事業費は、６，４７９万３千円の増で、保留地販売が不振で

あったことに伴う繰出金の増額。

１０款１項２目 事務局費は、９５０万円の減で、矢板市立学校教職員配置事業の嘱託員

等社会保険料及び賃金。正規の教職員のほかに、配慮を要する子どもがいる学級等には

先生がもう一人おり、市の単費で賄っている。その人数を当初３７名とみていたが、５

名少なくて済んだことによる減額。

１０款１項４目 幼稚園振興費は、１，０５７万２千円の減で、一時預かり事業費補助を

しているが、制度が変わり、県から直接補助がいくものと市から補助がいくものがあり、

平成２８年度はどちらか選択できた。すみれ幼稚園、かしわ幼稚園、矢板認定子ども園

が対象であった。県から直接補助がいく旧制度を選択したため予算をみていたが使わず

に済んだことによるもの。

１０款２項１目 小学校管理費は、５００万円の減で、新電力契約により安く済んだこと

によるもの。

１０款２項２目 教育振興費は、２５０万円の減。内訳は、扶助費について就学援助が予

定より少なかったことによる１５０万円の減と、消耗品費について圧縮してやりくりし

たことによる１００万円の減である。

１０款３項１目 学校管理費は、１００万円の減で、新電力契約により安く済んだことに

よるもの。

１０款３項２目 教育振興費は、４００万円の減。内訳は、消耗品費については圧縮して

やりくりしたことによる１００万円の減。使用料及び賃借料については、バスの借り上
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げで、県大会等については借り上げバスで大会に行くが、回数等が少なかったことによ

る２００万円の減。扶助費については、就学援助で、対象人数等が減ったことによるも

の。

１０款４項３目 図書館費は、９８万円の減。内訳は、まず工事請負費１２３万円の減に

ついては、屋上の雨漏り工事の実施を予定していたが、スポット対応で雨漏りが改善で

きたため大規模工事をやらずに済んだことによるもの。次に備品購入費２５万円の増に

ついては、毎年いただいている大田原信用金庫の指定寄附で、図書館の大信文庫に児童

書を買いそろえる予算を計上している。

給与明細書については、まず特別職については議員共済費が減額になっている。次に一般

職については職員手当３３１万１千円が減額になっている。これは時間外手当で、選挙に関

する時間外が大幅に減額になっていることによるもの。

○委員長 これより議案第１０号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

○石井委員 不動産売払収入の７千万円について、坪でも平米でもよいが、売払単価を確認し

たい。

○総務課長 坪単価で４万１，２５０円と３万８，９４０円である。

○石井委員 城の湯温泉改修事業について、今回だいぶ大がかりな改修をされたと思うが、前

回の整備とあわせてかなり整備されたなかで、利用者の見込みあるいは指定管理料を払って

業者に管理してもらっているわけだが、その管理料の見直し等の見込みは。

○委員長 暫時休憩する。 （９時４３分）

○委員長 休憩前に引き続き、会議を再開する。 （９時４４分）

○社会福祉課長（永井進一） 利用者については、新たな需要としてスポーツツーリズム推進

の拠点として新たな展開をしていこうということなので、利用者を増やしたいというのが

我々当局の考えである。平成２８年度については工事が入り、１号館を止めたり２号館を止

めたりということで利用者数がだいぶ減った。平成２８年度２月末現在で１２万１，４１９

人。前年度比で１万９千人くらい減という状況。平成２７年度は１５万４，３４９人ほどで

あり、工事の関係で平成２８年度は減っている。工事がまもなく終わるので、新年度からは

フルオープンでできるため、それに伴い利用者数も増えるのではないかと見込んでいる。指

定管理料については、平成２８年４月から平成３１年３月３１日までの３年間。平成２８年

度の指定管理料は１００万円ほど減額している。平成２９年度も同じく減額。当初の契約か

らは変更して進めたい。これについては、結果的に整備内容が変わってしまったことによる

減。ただ、今度新たにスポーツツーリズム関係の事業を展開することで、今後については、

３年間の指定管理料については増やすことはできないのでそのまま推移されると思うが、次

年度以降、次年度というのは平成３１年度ということになるが、新たに指定管理が始まる。

公募等を行うと思うが、そのところの指定管理料については、改めて検討し直さなければな

らないと考えている。

○石井委員 塩田ダム管理事業の負担金が約５，８００万円減額されている。負担金が減ると
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いうのはよいことだが、予算等と比べると非常に負担金が減っている。さきほどの説明でも

予算割れという説明をいただいたが、これはどういうことか。

○総務課長 塩田ダムのストックマネジメントを構築するための費用を毎年億単位で要求して

いる。予算割れというのは、国の補助がもらえないので計画はしているが仕事ができないと

いう状況が２年連続で続いているということ。国の予算がまわってくればできる仕事である。

○大島委員 経営体育成事業と農業振興事業。安全安心米づくり関係のなかで、国の支出金が

ある程度減額になるということだが、具体的にはどういうことを予定してこれだけ減額にな

ったのか。

○総務課長 まず農業総務費のなかの経営体育成支援事業については、対象人数１０名を予定

していたが実績としては３名だっため減額となっている。安全安心米づくり補助事業の交付

金４，４００万円の減は、水稲分が基準値を超えていなかったため、水稲分の助成金額が減

ったことによるもの。大豆とソバは補助対象として受けられた。

○大島委員 八方ヶ原牧場管理事業について、塩カリについては、俗に言う放射能対策の委託

料になるのだと思うが、どのような理由で減額なのか。

○総務課長 詳しく説明すると、予定面積が２７．７ヘクタールだったが、実績としては１８．

８６ヘクタールで済んだため。これに伴い、当初塩カリを１万５，４００キロ見込んでいた

が、実際使用したのは４，５００キロで済んだことにより大きく減額となっている。

○大島委員 学校、教育関係でかなりの予算を使っているかと思うが、今回減で、３７名の学

校教職員配置事業。この事業は実際にはどのような問題、お子さんの対応も含めてというこ

とだが、実際はどのような内容で、この事業はかなり続いているかと思うが、今回減になっ

た要因を含めて内容について説明願う。

○総務課長 非常勤教職員の配置についてどのような対応をしているかについては、どちらか

といえば小学１，２年生の低学年に重点的に配置している。これは幼稚園から小学校にあが

り、生活が非常に変わるということ、また、授業をするにあたっても、なかなか授業に向か

う素地ができづらい時期でもあるため。今は発達障害の子を支援学級に入れる学校もあるが、

対応できない学校については、普通学級で同じように過ごすというのが実態である。その子

どもたちに対し授業を進めるのにあたり、担任の先生が３０人、３５人すべてに目配せでき

るかというとなかなかできないので、補助の教職員として市の単独で一人あてて、配慮を要

するお子さんの面倒をみながら授業を進めていくというのが矢板市のやり方である。他もほ

とんどそうだと思うが、特に１、２年生に非常勤の先生を重点的に配置するという取り扱い

を行っており、その人数が今回少しで済んだということによる減額である。

○大島委員 この点については、だんだん子どもたちの数も少なくなってくるなかで、予算の

ほうにも関係してしまうが、そういうなかでの見直し等は考えていないのか。

○総務課長 市の取り組みとしては、単独で教職員を配置するのが市でできることだが、もう

ひとつとして、県への要望になるが、特別支援学級を各学校に設置するということをお願い

している。そうすることで県費の先生をそこに入れてくれるため普通学級に補助の先生をあ

てがわなくて済むということができるので、そういった取り組みも要望させていただいてい
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る。また、学習支援委員会というものがあり、幼稚園から小学校に上がるときに、幼稚園あ

るいは保育所で気になるお子さんについて、今後の処遇をどうしていったらいいか専門の職

員あるいは学校の先生、担当の先生、幼稚園の先生、それと医師が入って協議している委員

会である。このなかで、発達障害などは早いうちに通院し薬を飲んだりすると落ち着きが出

て、３年生くらいまでには普通学級に戻れるお子さんが大多数であるので、早めに対応しよ

うということで、その委員会を今年度は回数を１回くらい増やして開催したようである。た

だ、ここでの一番の課題は保護者の同意がなかなかもらえないということで、これが壁にな

っている。こちらも辛抱強く幼稚園あるいは保育園に指導主事等が出向き、お子さんの将来

を見通して保護者を説得していく努力も必要ということで考えており、そういった取り組み

も矢板市では数年前から行っている。

○中村有子委員 電算化推進事業のなかで子育てワンストップという言葉があったが、これは

何か新しいシステムが加わったのか。

○電算統計班長（石川民男） 子育てワンストップサービスに関しては、マイナンバー制度の

施行に伴いマイナポータルという国のサイトが設置される。今年の９月くらいに稼働予定と

思われるが、その稼働に伴い、そこから児童手当や児童扶養手当の申請のサポートができる

ことになっている。そういったところから申請された方のデータを市のほうに取り込むこと

ができるが、この部分についてＬＧＷＡＮという地方公共団体独自のネットワークがあり、

そこを経由してデータを市にもらうための事業である。

○髙瀬委員 母子福祉事業について、母子家庭訓練費が減額になっているということだが、そ

の詳しい内容と周知方法について伺う。

○子ども課長（沼野晋一） 例えば看護師や准看護師を取得するための学校に通学するための

給付や、母子家庭で自立していくための職を身につけるための職業訓練をお手伝いするため

の給付事業である。周知については、児童扶養手当現況届を出していただく際にパンフレッ

トを配布し周知している。

○委員長 暫時休憩する。 （１０時０２分）

○委員長 休憩前に引き続き、会議を再開する。 （１０時０４分）

○髙瀬委員 木幡の土地売却についてだが、坪単価のご説明をいただいたが、購入者はどこの

方か。

○総務課長 グランディハウスである。

○髙瀬委員 今いくつかの場所が残っているということだが、木幡地区には福島のほうから住

んでいる方もいる。暮らしのびのび定住促進補助金もあるわけだが、そういったものの県外

に対する周知はしているか。

○総務課長 ホームページのトップページに「矢板で暮らそう！」というページがあり、そこ

に市の持っている土地の場所と価格や暮らしのびのび定住促進補助金についても掲載してお

り、矢板市に土地を求めていただくとこういったメリットがありますよという特集ページを

掲載している。あわせて保留地に関しては、２月２７日付の下野新聞に矢板の特集というこ

とで大きく広告を載せさせていただいた。市外向けとなるとやはりホームページが効力があ



11

ると考えている。

○委員長 ほかに質疑はないか。

（なし）

○委員長 なければ私から２点確認したい。歳入について固定資産税が増額補正されているが、

この要因はなにか。

○税務課長（鈴木康子）６千万円を補正しているが、これは太陽光発電設備について、平成２

８年度見込みより新設数が多かったことに加え、金額が何十億単位というものもあったため。

○委員長 次に、林業振興費の有害獣駆除について増額補正がされている。前回の説明では、

１００％県の補助金で事業が始まったと思うが、内訳をみると国県支出金がマイナス補正さ

れ、一般財源がプラスとなっている。これは何か市独自の上乗せをしたということでよいか。

○総務課長 捕獲頭数に関しての８千円については上乗せ補助となる。

○委員長 ほかに質疑はあるか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第１０号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第１０号は、原案のとおり可決された。

【議案第１１号】

○委員長 「議案第１１号 平成２８年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」を

議題とする。提案者の説明を求める。

○健康増進課長（細川智弘）

（「平成２８年度矢板市補正予算書」７頁を朗読。詳細について８頁から９頁及び「平成２８

年度予算に関する説明書」２６頁から２９頁により説明。）

議案第１１号 平成２８年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）については、

歳入歳出にそれぞれ６，３６８万２千円を増額し、予算総額を４６億２，７４３万１千円に

補正しようとするもの。

今回の補正は退職被保険者の減少に伴う保険税の減額、平成２７年度一般会計繰入金から

の精算及び今年度の共同事業拠出金の額の確定などによるもの。

歳入

１款１項２目 退職被保険者等国民健康保険税は、１，６０５万７千円の減で、今年度の

退職被保険者の該当者が当初見込みより少なくなったため減額補正するもの。平成２７

年９月で６００人だったが、平成２８年１２月には３６８人となり、２３２人減少して
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いる。

４款１項２目 高額医療費共同事業負担金は、１２０万８千円の増で、平成２８年度の国

の額の確定によるもの。

７款１項１目 高額医療費共同事業負担金は、１２０万８千円の増で、平成２８年度の県

の額の確定によるもの

８款１項１目 高額医療費共同事業交付金は、１，９４０万７千円の減で、平成２８年度

の交付金の額の確定によるもの。

１１款１項１目 一般会計繰入金は、４６７万４千円の減で、国民健康保険基盤安定負担

金が一般会計からの繰入金の額の確定により減額となったことによるもの。

１２款１項２目 その他繰越金は、１億１４０万４千円の増で、前年度繰越金。

歳出

１款１項１目 一般管理費は、７００万円の増で、平成２７年度の一般会計繰入金の精算

に伴うもの。

７款１項１目 高額医療費共同事業拠出金は、４８３万２千円の増で、今年度の負担金額

の確定によるもの。

７款１項２目 保険財政共同安定化事業拠出金は、５，８１９万７千円の減で、今年度の

負担金額の確定によるもの。

９款１項１目 財政調整基金積立金は、１億１，００４万７千円の増で、今年度国保事業

において、平成２７年度の精算や今年度の負担金等の見込みを勘案し、剰余金が出る見

込みであるため財政調整基金に積み立てるもの。これは平成２６年度から平成２７年度

へ繰り越した額が約１億７，６００万円ほどあったが、平成２７年度から平成２８年度

へ繰り越した額は２億６００万円であったこと、また、共同事業拠出金の今年度負担金

が大幅に減額となったことが主な要因である。

○委員長 これより議案第１１号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第１１号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第１１号は、原案のとおり可決された。

【議案第１２号】

○委員長 「議案第１２号 平成２８年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」



13

を議題とする。提案者の説明を求める。

○健康増進課長

（「平成２８年度矢板市補正予算書」１１頁を朗読。詳細について１２頁から１３頁及び「平

成２８年度予算に関する説明書」３４頁から３５頁により説明。）

議案第１２号 平成２８年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出にそれぞれ１，４５５万６千円を追加計上し、予算総額を３億４，７７５万６

千円に補正しようとするもの。

今回の補正は、主に保険料増に伴う後期高齢者医療広域連合納付金の増及び平成２７年度

一般会計繰入金の精算によるもの。

歳入

１款１項１目 特別徴収保険料は、５６４万６千円の増で、保険料軽減該当者が当初見込

みより１０％、人数で３３０人減少したため。

１款１項２目 普通徴収保険料は、５２７万円の増で、保険料軽減該当者が当初見込みよ

り１０％、人数で３３０人減少したため。

３款１項２目 保険基盤安定繰入金は４８３万８千円の減で、低所得者に係る保険料軽減

に対する繰入金で今年度の額の確定によるもの。

４款１項１目 繰入金は、８４７万８千円の増で、前年度からの繰入金額の確定によるも

の。

歳出

１款１項１目 一般管理費は、４００万円の増で、平成２７年度一般会計繰入金の精算に

よるもの。

２款１項１目 後期高齢者医療広域連合納付金は、１，０５５万６千円の増で、平成２７

年度分の調整及び今年度保険料の増額によるもの。

○委員長 これより議案第１２号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第１２号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第１２号は、原案のとおり可決された。
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【議案第１５号】

○委員長 「議案第１５号 矢板市庁舎等整備基金条例の制定について」を議題とする。提案

者の説明を求める。

○総務課長

（「提出議案説明書」９頁を朗読。詳細について「議案書」３頁から５頁により説明。）

２月の全員協議会でもご説明したとおり本庁舎に耐震性がない。そして５４年が経過して

耐震性がないにもかかわらず耐震強化を行っていないということを踏まえ、将来的に建て替

えか長寿命化か検討中であるが、庁舎等もこのままでは災害時拠点としてままならないた

め、準備を進めていこうということで提案させていただいた。先ほど補正予算で申し上げた

とおり、積立金として１億円を予算計上させていただいた。

条例の内容については、第１条で庁舎等の整備に要する経費に充てるため、基金を設置す

る旨規定している。

第２条で、基金として積み立てる額は、予算に定める額としている。

第３条では管理について、基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有

利な方法により保管しなければならないとしている。同条２項では、基金に属する現金は、

必要に応じ最も確実かつ有利な有価証券に代えることができるとしている。

第４条では運用益金の処理として、基金の運用から生じる収益は、一般会計歳入歳出予算

に計上して基金に繰り入れることとしている。

第５条では繰替運用として、市長は財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方

法、期間及び利率を定めて、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができ

るとしている。

第６条では処分として、基金は、庁舎等の整備に要する経費の財源に充てる場合に限り、

これを処分することができるとしている。

第７条は委任規定で、この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は市長

が別に定めることとしている。

また、附則として、この条例は公布の日から施行することとしている。

○委員長 これより議案第１５号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

○大島委員 いろいろ検討がなされており答えづらいと思うが、今の金額についての目標、何

年後といった大枠のところを許される範囲でお話いただきたい。

○総務課長 正直なところ、本音を申し上げるといつまでにというところは決めておらず、金

額についても決めていないが、基金であるので頭金は１０億円、２０億円は必要であろうと。

仮に建てるといった場合に他のところを参考にすると、３０億円から５０億円。かけように

もよるが１００億円から２００億円という条件のところもある。また、長寿命化する場合は

最低８億円はかかる。ただしそれでもエレベーターも付かずバリアフリー化は望めない。こ

の建物に８億円かけていいのかということもある。建て替えか長寿命化かはこれから早急に

決めたいとは思うが、それも未定である。基金は５億円、１０億円の単位を目標としたい。
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また、いつごろということについては、来年度にも立てないと、過日議会中に地震があった

ときもだいぶ揺れて生きた心地がしないので、来年度くらいには何とか結論を出し、それに

向かってお金を貯め、計画を進めたい。

○委員長 ほかに質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第１５号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第１５号は、原案のとおり可決された。

【議案第１７号】

○委員長 「議案第１７号 矢板市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部改正

について」を議題とする。提案者の説明を求める。

○総務課長

（「提出議案説明書」９頁、１０頁を朗読。「議案書」１２頁から１９頁について説明。）

議案名に「等」とあるように、今回は３つの条例の一部改正を行う。１つ目は「矢板市職

員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例」。２つ目は調理員、用務員等が対象となる「単純

労務職員の給与の種類及び基準に関する条例」。最後は水道業務担当職員が対象となる「矢板

市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例」である。

改正の内容は、育児・介護休業法が改正となり、それに即した見直しとなっている。

改正のポイントとしては、まず介護休暇の分割。６ヶ月以内の範囲で介護休暇を３回まで

分割して取得することが可能となる。次に介護時間というものを新設する。最長連続３年以

下、１日２時間以下の範囲で介護休暇を取ることができる。この分の給与は支給されない。

次に育児休業等に係る子の範囲の拡大。特別養子縁組の子の看護期間についてである。特別

養子縁組とは、生みの親の実態がなくなるもので普通養子縁組と区別している。特別養子縁

組の場合、半年間の監護期間というものがある。これはきちんと親子関係が築けるか様子を

みる期間のことで、今までこの期間中は子としてみることができなかったが、この期間も子

としてみることができるようになり、子の範囲が拡大したもの。

第１条は矢板市職員について。１３頁下から７行目、第８条の３第４項中とあるが、ここ

からの改正は、育児または介護を行う職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限について定めた

もの。

第２条は単純労務職員について。ここでは部分休業あるいは介護休業というものが出てく

る。単純労務職員の場合、今までは給与の減額対象となる休業等は部分休業と介護休業の２

つだったが、今回の改正では、就学部分休業と高齢者部分休業あるいは介護時間を新たに加
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えての改正となる。

第３条は水道事業を担当している企業職員について。こちらは介護休暇の分割、介護時間

の新設、育児休業等に関する子の範囲の拡大について規定している。

○委員長 これより議案第１７号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第１７号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第１７号は、原案のとおり可決された。

【議案第１８号】

○委員長 「議案第１８号 矢板市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について」を議題とす

る。提案者の説明を求める。

○総務課長

（「提出議案説明書」１０頁を朗読。「議案書」２０頁から２３頁により説明。）

今回の改正は平成２８年人事院勧告によるもの。この条例については１２月定例会でも改

正をしたが、それは平成２７年人事院勧告によるもので、今回は平成２９年１月から実施さ

れる民間労働法制、育児介護休業法の改正内容に即した見直しとなっている。育児休業法の

改正に伴う子の範囲の拡大ということで、特別養子縁組の監護期間中、半年間は様子をみる

ということだったが、この期間中も子としてみるということ。また、介護時間の新設。あわ

せて非常勤職員についての改正も行う。

本文中第２条については、育児休業をすることができない職員について、この下の第４号

では非常勤職員について定めているが、育児休暇の取得要件を緩和するもので、今までは子

が２歳になるまでの間、雇用契約が更新されないことが明らかであるものを除くということ

があったが、今回は、子が１歳６か月になるまでの間に雇用契約がなくるなることが明らか

でないこと、つまり雇用契約がどうなるか分からない場合でも大丈夫であることを謳ってい

る。

次に本文中第１０条第１号の改正については、育児短時間勤務について、育児休業の対象

になる子の範囲について、先ほどから何度か出ている特別養子縁組における半年間の監護期

間中も追加となる旨を規定している。

次に本文中第２２条第２項中とあるのは、部分休業について定めているもので、矢板市職

員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例を改正し、今回介護時間を設定したので、条文を

改正したことについて記載している。
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○委員長 これより議案第１８号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第１８号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第１８号は、原案のとおり可決された。

【議案第１９号】

○委員長 「議案第１９号 矢板市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正について」

を議題とする。提案者の説明を求める。

○総務課長

（「提出議案説明書」１０頁を朗読。「議案書」２４頁から２５頁により説明。）

平成２５年に地方公務員法が一部改正となり、配偶者同行休業の期間の延長は特別の事情

がある場合を除き、１回に限るものとしている。この特別の事情の内容については、条例制

定時には定めていなかった。今回、人事院規則が改正されたことに伴い、特別の事情が定め

られたため、新たに条文を追加するもの。第６条の２として定められているが、配偶者同行

休業の期間の再度の延長ができる特別の事情ということで、特別の事情により延長が出来る

旨定めている。今までは配偶者同行休業申請時に、配偶者同行休業の対象となる配偶者が外

国に滞在する理由として、いつまで勤務を継続するのかが確定しなかった場合、それに準ず

るものと市長が認めた場合に継続が可能であったが、今回は再度延長ができることについて

追加されたもの。

○委員長 これより議案第１９号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第１９号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第１９号は、原案のとおり可決された。
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【議案第２１号及び議案第２２号】

○委員長 「議案第２１号 矢板市市税条例の一部改正について」及び「議案第２２号 矢板

市国民健康保険税条例の一部改正について」を一括議題とする。提案者の説明を求める。

○税務課長

（「提出議案説明書」１０頁を朗読。「議案書」２９頁から３２頁により説明。）

矢板市市税条例の一部改正については、地方税法等の改正により法人名の名称変更及び住

宅ローン控除制度適用期間の延長によるもの。矢板市国民健康保険税条例の一部改正につい

ては、地方交付税等の改正による５割軽減対象世帯及び２割軽減対象世帯の減額の対象とな

る所得基準の見直しによるもの。所得基準２６万５千円を２７万円に、４８万円を４９万円

に改める。

○委員長 これより議案第２１号及び議案第２２号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第２１号及び議案第２２号は、

原案のとおり決定することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第２１号及び議案第２２号は、原案のとおり

可決された。

【議案第２３号】

○委員長 「議案第２３号 矢板市行政財産使用料条例の一部改正について」を議題とする。

提案者の説明を求める。

○総務課長

（「提出議案説明書」１０頁を朗読。「議案書」３４頁により説明。）

電気通信事業法施行令が改正されたことに伴い、所要の整備を行うため、条例の一部を改

正するもの。第３条第２項第２号中、第５条を第８条に改める。

○委員長 これより議案第２３号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第２３号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）
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○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第２３号は、原案のとおり可決された。

【議案第２４号】

○委員長 「議案第２４号 矢板市はつらつ館設置条例の一部改正について」を議題とする。

提案者の説明を求める。

○高齢対策課長（石﨑五百子）

（「提出議案説明書」１１頁を朗読。「議案書」３６頁により説明。）

平成２８年３月に木幡土地区画整理事業の換地処分により、木幡北山はつらつ館の地番等

が確定したため、条例の一部を改正するもの。

○委員長 これより議案第２４号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第２４号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第２４号は、原案のとおり可決された。

【議案第２５号】

○委員長 「議案第２５号 矢板市介護保険条例の一部改正について」を議題とする。提案者

の説明を求める。

○高齢対策課長

（「提出議案説明書」１１頁を朗読。「議案書」３７頁から３８頁により説明。）

消費税増税に伴い、低所得者の介護保険料の軽減強化に対する対応についてのもの。第１

号保険料軽減が継続されることに伴い、所要の整備を行うもの。

○委員長 これより議案第２５号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第２５号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第２５号は、原案のとおり可決された。
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【議案第２６号】

○委員長 「議案第２６号 矢板市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正について」を議題とする。提案者の説明を求める。

○高齢対策課長

（「提出議案説明書」１１頁を朗読。「議案書」３９頁から６５頁により説明。）

介護保険事業に係る厚生労働省令の一部改正により、平成２８年４月１日より通所介護事

業所のうち利用定員が１８人以下の小規模な事業所が地域密着型サービスに移行されたこと

に伴い、市において地域密着型通所介護の事業に関する基準を定めるため、矢板市指定地域

密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正するも

の。地域密着型サービスの施設についても基準を定めており、条例第３章の夜間対応型訪問

介護と、第４章の認知症対応型通所介護の間に、第３章の２として地域密着型通所介護

の基準を加えるもの。

第１節では基本方針を定めている。

第２節の人員に対する基準では、生活相談員、看護師または准看護師、介護職員、機能訓

練指導員などの従業員数等を定めている。

第３節の設備に関する基準では、食堂及び機能訓練室の面積、相談室等を定めている。

第４節の運営に関する基準では、利用料等の受領や介護計画の作成、運営規程などを定め

ている。

第５節では指定療養通所介護の事業の基本方針並びに人員、設備及び運営に関する基準に

ついて定めている。これは難病等を有する重度介護者又はがん末期の方であって、サービス

の提供にあたり、常時看護師による観察が必要な方を対象としている。現在のところ矢板市

に設置はされていない。

以降については項目のずれを解消するためのもの。最後にあわせて矢板市指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の第４４条第６項に指定

地域密着型通所介護事業所を加えるもの。

○委員長 これより議案第２６号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第２６号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第２６号は、原案のとおり可決された。
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【議案第２７号】

○委員長 「議案第２７号 矢板市城の湯やすらぎの里設置及び管理条例の一部改正について」

を議題とする。

提案者の説明を求める。

○社会福祉課長

（「提出議案説明書」１１頁を朗読。「議案書」６６頁から６８頁により説明。）

今回は本文ではなく別表の改正となる。はじめに施設の改正。駐車場の整備に伴い宮川ゲ

ートボール場がなくなったので、別表から削る。また宮川グラウンドゴルフ場の位置が変わ

ったため、矢板市幸岡１８番地に改める。

次に、宮川グラウンドゴルフ場の利用料金の改正。「大人（高校生以上）」の団体の区分に

おける利用料金について、改正前の２時間以内を１時間以内に改め、１時間増すごとに５０

０円以内だったものを１，０００円以内に改める。また、中学生以下の区分があるが、改正

前は６５歳以上及び中学生以下となっていたものから６５歳以上を削っている。そして団体

の区分において、改正前２時間以内を１時間以内に改め、１時間増すごとに２５０円以内加

算とあったものを５００円以内加算に改める。

施行日は平成２９年４月１日からとなっている。

○委員長 これより議案第２７号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第２７号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第２７号は、原案のとおり可決された。

【議案第３２号】

○委員長 「議案第３２号 矢板市消防団条例の一部改正について」を議題とする。提案者の

説明を求める。

○くらし安全環境課長（小野寺良夫）

（「提出議案説明書」１２頁を朗読。「議案書」８０頁から８１頁により説明。）

改正の主な理由は、消防団員を確保し消防団活動の補完及び充実を図るため、特定の消防

団活動に限定して従事する機能別消防団員制度を導入することによるもの。

条文全体のなかで団員という表現があるが、全体の団員と個別の団員で職名等が同じ表記

になってしまうことから、混同を避けるため全体の団員を消防団員に改める。消防団員の種

類については、一般団員を基本団員とし、特定の職務に従事する団員を機能別団員とする旨
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の規定を追加する。職名については機能別団員を加えるもの。なお、矢板市消防団員は１８

歳から任用しているが、今回、団員が不足することも考え、広く団員を任用するため学生の

規定を追加する。機能別団員の報酬年額は１万円と定める。

附則として、この条例は平成２９年４月１日から施行する。

○委員長 これより議案第３２号に対し、質疑を行う。質疑はないか。

（質疑なし）

○委員長 なければ議案に対する質疑はこれで終了する。つづいて討論を行う。討論はないか。

（討論なし）

○委員長 なければ討論を終了する。これより採決する。議案第３２号は、原案のとおり決定

することに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、議案第３２号は、原案のとおり可決された。

○委員長 暫時休憩する。 （１１時３３分）

○委員長 休憩前に引き続き会議を再開する。 （１１時４１分）

【陳情第２３号】

○委員長 次に、前回継続審査とした「陳情第２３号 「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」

に関する陳情」を議題とする。朗読を省略して審議に入る。意見はないか。

○中村有子委員 願意は分かるが、住民税非課税等の低所得者に関しては従来通り据え置きと

いうこともあるので、この陳情に関しては不採択の方向で考えている。

○委員長 ほかに意見はないか。

（なし）

○委員長 これより採決する。陳情第２３号は、不採択とすることに異議ないか。

（異議なし）

○委員長 異議なしと認める。したがって、陳情第２３号は、不採択とされた。

【委員長報告】

○委員長 以上で、この委員会に審査を付託された案件等は、すべて終了したが、委員長報告

については、私に一任願えるか。

（異議なし）

○委員長 それでは、私に一任願う。
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【閉会】

○委員長 これで総務厚生常任委員会を閉会する。 （１１時４２分）


